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本資料の目的
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■『人・農地プラン』を修了し、令和５年度から『地域計画』へ移行することを確認する。

■『地域計画』の本質を理解し、その目的を実現する為の枠組みを明確にする。
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I. はじめに： 『人・農地プラン』から『地域計画』への移行確認

年度 第1期 H24～H30 第2期 R1～R4

事業名 『人・農地プラン』 『人・農地プラン』の実質化

目的

高齢化、引退、後継者なし等
の農業者人口の減少に伴い、
余ることが見込まれる農地へ
の対応

高齢化、引退、後継者なし等
の農業者人口の減少に伴い、
余ることが見込まれる農地へ
の対応

施策

1.中心経営体ごとに将来（５

年後）の耕作計画（作付品目
と耕作面積）を明確化

2.中心経営体を『人・農地プラ
ン』に位置づけ、支援する

1.農業インフラの改修

2.農業経営向上の研修

3.補助金情報のまとめ

4.農作業者の確保

成果

誰が中心経営体で、どのくら
いの農地が必要となるかを見
える化することが出来た

一定の農地の集積率を要件
とすることで農業インフラの改
善事業を導入し、担い手に農
地を集積/集約する仕組みを
活用しはじめた

■令和４年度で、これまでの『人・農地プラン』の取組を修了する。
■令和５年度より、農地の集積・集約を加速する為の『地域計画』へ移行する。

R5～

『地域計画』

農地の集積・集約の加速

1.集積/集約の絵姿である目
標地図作成への取組

2.担い手の育成/確保

(別途)



補）人・農地プラン 第1期の成果
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■地区の農業者に将来（5年後）の耕作計画を提出いただくことで、誰が中心経営体となり、
どのくらいの農地が必要となるかを把握出来た。

例）香宗地区では、28名（法人含む）の中心経営体存在し、令和9年に合計で26.91haの農地を耕作する計画である。
香宗地区全体の耕地面積は73.94haであり、中心経営体で36％を耕作することになる。

地区の経営体ごとの耕作計画
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補）人・農地プラン 第2期の成果

施策項目 実施状況 良かった点/改善点 評価

①インフラ
整備

• 計画通りに事業化を図ることができた。
✓ 採択 1地区（R4.4）
✓ 採択申請 １地区（R5.2）
✓ 事業計画策定依頼申請 １地区（R5.3）

• こまめな地区説明会により、地
区農業者との信頼感を醸成で
きた。

• 農地集積計16.1haを見込める
ようになった。

②農業経営向
上研修（山間
部、平野部）

• 中山間部の農業の活性化を目指し、中山間集落協
定向けの講演会/研修会を開催した。R3.10.11

• 平野部の農業の担い手としてのこれまで顧みられ
ることの少なかった集落営農にフォーカスした講演
会/研修会を開催出来た。R4.11.25

• 3集落協定で戦略立案を立案し、
活動予算を100％獲得できるよ
うになった。

• 集落営農の課題の共有を図り、
集落営農活性化への機運を高
めることが出来た。

③-1 農業就
労者確保

• 『デジタル町』への農業求人を載せる仕組みを立ち
上げた。（R4.4リリース）

• 効果の検証方法が無く、効果
の有無を調べられていない。

• 農業者への周知に課題を残し
た。

③-2 補助金

等の情報のま
とめと展開

• 補助金ハンドブックを編纂し、市のHP及び窓口を通
じて、農業者へ案内した。（R4.8）

• 補助金ハンドブックの改訂版を公開した。（R4.7）

• 28事業を一覧できるようになり、

就農イベントなどでも活用でき
た。

• 農業者への浸透度は、改善が
必要。

■『人・農地プラン』の実質化後、令和3年～4年度にプランの具現化の施策に取り組んだ。



II. 地域計画とは
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要件：下記が適切に定められていること

（0）地域計画の対象となる農用地とそうでない地域の仕分け
（1）生産する主な農畜産物
（2）農用地の利用方針
（3）担い手への集積目標と目標達成のための施策
（4）目標地図（農地の集約化の目標）と地図作成のための施策

納期：『地域計画』として令和７年３月末までに公告

作成者：農林水産課
地域計画は農林水産課が作成する
目標地図は農業委員会が素案を作成する

■基盤法等の改正法成立（R4.4）に伴う農地の集約化促進計画のこと

期待役割：地域農業の将来の在り方を作成すること
将来の農地の担い手を記載した目標地図を作成すること



目標地図のイメージ（サンプル）
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■現状の農地の耕作者と将来の農地の耕作者を地図に落とし込む

令和４年３月末 令和９年３月末



（0）地域計画の策定区域割
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■ 『人・農地プラン』での人と農地の情報を活かすべく、『人・農地プラン』の地区割を基本
とする。

■舞川・撫川・奥西川・羽尾地区は、山間地域であることより、担い手の入植が想定しづ
らく、集積/集約の対象となりにくい。このため、当該地区内の農地利用等については、
隣接地区の農地と併せて検討する。

人・農地プランの地区区分

⑲羽尾

⑮舞川・撫川・奥西川

III.地域計画の要件

東川

夜須川 細川 國光
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No. 地区 No. 地区

1 佐古 11 山南

2 西野･大谷･深渕 12 山北

3 下井･上岡 13 西川

4 東野 14 東川+舞川･撫川・奥西川

5 冨家 15 西山･坪井･千切･出口

6 香宗 16 十ノ木･上夜須

7 吉原 17 夜須川･細川･国光+羽尾

8 古川 18 手結山

9 赤岡

10 徳王子･岸本

■東川と舞川･撫川・奥西川を合区
■夜須川･細川･国光と羽尾を合区

（0）地域計画の策定区域割（『人・農地プラン』の地区割をベースに）

III.地域計画の要件

これまでの20地区から18地区に
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（1）生産する主な農産物：各地区/集落で何を耕作するのか？

■生産の盛んな品目を中心に、地域それぞれの気候/風土/生産履歴（蓄積生産ノウハウ）を
活かした農産物を生産する。

■特に下記の品目は、香南市の農業を支える品目であり、引き続き生産拡大に努める。

品目
出荷量（t）

花（千本）
生産額（千円）

単価

野菜・果実（円/kg）

花（円/本）

販売農家数

（戸）

生産額

（千円/戸）

1 にら 4,758 2,949,960 620 243 12,140

2 みかん（露地+ハウス）※ 2,643 1,264,590 478 157 8,055

3 しょうが 968 735,680 760 40 18,392

4 トルコ桔梗 2,016 409,248 203 24 17,052

5 オクラ 326 384,090 1,180 98 3,919

6 メロン 414 357,696 864 17 21,041

7 なす 1,035 313,605 303 65 4,825

8 トマト 500 301,000 602 26 11,577

9 ピーマン 623 299,040 480 21 14,240

10 きゅうり 480 146,400 305 75 1,952

※みかんの内訳 　　　　

品目 出荷量（t） 生産額（千円） 単価（円/kg）

みかん（露地） 1,800 480,600 267

みかん（ハウス） 843 783,990 930

合計 2,643 1,264,590 478

出典： 生産額等データ：高知県農業振興部（令和4年『高知県の園芸』）
販売農家数：香南市地域農業再生協議会

香南市の農産物の生産額Top10

III.地域計画の要件



（2）農用地の利用方針：各地区/集落でどのように効率的に農地を
利用するのか？
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■農地インフラの状況に合わせて、農地活用を促進する為の施策を打つ。
■施策を通じて、農地の担い手への集積/集約を実現する。

区
分

農地インフラの
状況

施策 具体的な
地域例

A
過去にほ場整備事
業を入れた地域

・既存の補助金を利用して、集積/

集約活動や現状の農業経営改
善を図る。

徳王子

B

過去にほ場整備事
業を入れた地域で、
水路/堰等の補修
が必要な地域

・農地耕作条件改善事業等の事
業化によりインフラの改善を図る。

・事業化の要件である農地の集積
を図る。

土居/徳王子
岸本/須磨
東佐古
坪井/西山など

C
ほ場整備を計画中
の地域

・ほ場整備事業の採択を目指すこ
とで、担い手への農地の集約を
図る。

上夜須

D その他の地域

・地域の要望に応じて農業インフ
ラの改善事業化の可能性を探る。
・既存の集積/集約促進の仕組を
利用し、集積/集約を進める。

III.地域計画の要件

ほ場整備済

ほ場整備計画中

補修要

インフラ状況による農地区分イメージ

A

B

C

D その他

香南市の農地



補）農業インフラを改善した実績のある地域

13

■昭和41年以降、香南市内47地区で事業を導入している。
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（3）担い手への集積目標と目標達成のための施策－①

■集積目標は『香南市の基本的な構想』の中で、謳われており、
地域計画でもこの目標値（65％）と整合をとる。

香南市の基本的な構想より

III.要地域計画の要件
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農用地の利用の集積に関する目標等を達成するため、香南市担い手育成総合支援協
議会を活用し、関係機関及び関係団体の緊密な連携の下、地域の農用地の利用集積
の対象者（農用地の引受け手）の状況等に応じ、地域の地理的自然的条件、営農類型
の特性、農地の保有及び利用状況並びに農業者の意向を踏まえた効率的かつ安定的
な農業経営への農地の利用集積の取組を推進する。

（3）担い手への集積目標と目標達成のための施策－②

■集積の為の施策についても、『香南市の基本的な構想』の中で謳われている
が、地域計画上は、本資料Page12の（2）農用地の利用方針で示した様に、農
業インフラ改善事業を利用して農地の集積を行う。

（参考）基本構想の中で謳われている集積の為の施策

III.要地域計画の要件
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（4）目標地図と地図作成のための施策

■目標地図は、農業委員会が素案を作成する。

✓目標地図に反映する農家の意向は、人・農地プランの実質化のプロセス
（営農アンケート）で、ある程度把握しており、これを利用可能である。

✓相続発生等の新たな情報や追加が必要な情報は、農業委員会の取組の
中で収集し、目標地図の農地1筆ごとに反映する。

（参考）
★令和２年度実施の営農アンケート概要

•対象：香南市の農地所有者、後継者、耕作者
•件数：実質5,864名 （総数7,302名）
•基本データ：農家台帳（R1.12.16）

•質問項目：
年齢、地区会合への参加意思、
現状の生業（専業、兼業、非農業）、
今後の農業の意向、後継者の有無、
地域の農業への認識、
持続可能な農業へのアイデア
貸したい売りたい農地の候補

III.要地域計画の要件
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IV.進め方

■工程表の策定～地域計画の公告を令和６年度末（令和7年3月末）までに完了する。

Page2 地域計画策定マニュアルVer2.1



V. 推進担当者/工程表
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■地域計画の推進担当として香南市農林水産課及び香南市農業委員会に担当者を置く。
■全地域の行程表を作成し、担い手協議会、人・農地プラン検討委員会で説明する。

農林水産課：清遠大地
農業委員会：松岡修司

①地域計画担当者

②工程表:18地区の実施項目と概スケジュール

（令和5年2月20日現在）

11月～12月 １月～3月 4月～6月 7月～9月 10月～12月 1月～3月 4月～6月 7月～9月 10月～12月 1月～3月

1 ① 協議の場の設置に係る調整

② 出し手・受け手の意向把握

③ 協議の実施、取りまとめ

④ 目標地図の素案作成

⑤ 地域計画案の取りまとめ・策定

2 ① 協議の場の設置に係る調整

② 出し手・受け手の意向把握

③ 協議の実施、取りまとめ

④ 目標地図の素案作成

⑤ 地域計画案の取りまとめ・策定

3 ① 協議の場の設置に係る調整

② 出し手・受け手の意向把握

③ 協議の実施、取りまとめ

④ 目標地図の素案作成

⑤ 地域計画案の取りまとめ・策定

4 ① 協議の場の設置に係る調整

② 出し手・受け手の意向把握

③ 協議の実施、取りまとめ

④ 目標地図の素案作成

⑤ 地域計画案の取りまとめ・策定

整理

番号
地域名

地域内農業集落名（農

林業センサス集落名）
取組項目

2022年度（令和４年度） 2023年度（令和５年度） 2024年度（令和６年度）

山下/西石家/東石家/

野地/波江/馬袋/平井/

山地/山下（佐古村）

母代寺/父養寺/西佐古

/下分/上分佐古

西野・大谷・深渕

仁尾島/上野/深渕/中

組/野田/西町/中町/東

中筋/中筋/深渕（佐古

村）/大谷

下井・上岡

新道/東横井/西横井/

八丁地/宇賀/上高田/

下高田/上岡

東野

①協議の場の設置調整
②意向把握（出し手・受け手）
③協議、まとめ
④目標地図の素案
⑤地域計画案の策定
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～水・緑・風が輝く 豊かな暮らしと産業で 飛躍するまち“香南市”～


